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用語・数字記載ルール説明

セグメント別：会社の所在地を基礎とし、国または地域に分類。
→ 例：デサントジャパン株式会社から在中国事業会社への売上は日本セグメントにカウント。

注：FY2022より日本セグメントの内訳を変更 ※詳細は次頁参照

エリア別：顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類。
→ 例：デサントジャパン株式会社から在中国事業会社への売上は中国エリアにカウント。

＊いずれも連結内部売上高は消去（カウントしない）

事業年度：＜日本＞4月～3月決算（例：Q3=10月～12月）
＜海外子会社・関連会社＞1月～12月決算（例：Q3=7月～9月）

数字は全て切り捨て、パーセンテージは四捨五入。

数字記載ルール

用語
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報告セグメントに関する事項

日本セグメント

上記の対象会社の売上

＋

◆海外連結子会社・持分法適用関連会
社への物販

韓国セグメント

上記の対象会社の売上
＋

◆韓国外の連結子会社・持分法適用関連
会社への物販

韓国にある持分法適用関連会社の投資
損益など

中国セグメント

上記の対象会社の売上

中国にある持分法適用関連会社の投資損益
など

売上 売上 売上

営業外損益営業外損益

調整額

上記記載の通り

FY2022  第1四半期連結累計期間より、株式会社デサントが純粋持株会社体制へ移行したことにより下記の通りセグメント変更しております。

【セグメント内訳】
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1．2023年3月期第3四半期決算について

①概要

②ブランド別レビュー

③店舗数推移

2．2023年3月期 業績見通しについて



2023年3月期 第3四半期業績（連結）

• 第3四半期（日本：4月～12月、海外：1月～9月）は、第2四半期に引き続き前年対比、増収増益
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1.2023年3月期 第3四半期決算について ①概要



セグメント別（会社所在地ベース）売上高の推移（連結）

• 主要セグメントである日本・韓国・中国で増収
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1.2023年3月期 第3四半期決算について ①概要

前年比 +94億円（112％）

日本
韓国（内為替要因 +21億円）

中国（内為替要因 +4億円）

調整額

+37億円
+47億円
＋５億円
＋５億円

注： FY2022＝2023年3月期

【セグメント変更】

FY2022より日本セグメントの内訳を以下の通りに変更
⇒「デサントジャパン株式会社・デサントアパレル株式会社・セグメント内消去」

※前期比較のためFY2021も同様の基準としています。



利益の推移（連結）

• 売上高、売上総利益の増加により営業利益は大幅増加
• 持分法適用関連会社が展開する韓国の『アリーナ』事業及び中国の『デサント』事業の業績伸長により

経常利益も大幅増加
• 第3四半期に寧波ルコック服飾有限公司の株式取得に伴う段階取得に係る差益等2,132百万円を特別利

益に計上
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1.2023年3月期 第3四半期決算について ①概要

注： FY2022＝2023年3月期

損益の増減*
利益の増加に寄与するものは＋、利益の減少に寄与するものは▲



セグメント別売上高および営業利益の推移（連結）

• 日本は返品・値引率を低い水準で維持していること及び各ブランドの増収により増収増益
• 韓国は『アンブロ』の増収増益が事業を牽引
• 中国は第2四半期からアリーナ上海実業有限公司の連結取込により増収ながら、8月以降も各地で新型コ

ロナによるロックダウンが頻発し減益

1.2023年3月期 第3四半期決算について ①概要

注： FY2022＝2023年3月期

(億円)

各セグメント左から順に以下

FY2019 Q3

FY2020 Q3
FY2021 Q3
FY2022 Q3
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日本・韓国・中国 売上高・利益計画（≠連結PL）

• 中国はコロナ禍により減速しているものの、日本・韓国は売上・利益ともに順調に推移
• 海外子会社の第4四半期（10-12月）は確定しているが、通期見通しのセグメント内訳は非公表

1.2023年3月期 第3四半期決算について ①概要

注： FY2022＝2023年3月期
8

※FY2022Q3より計算方式を見直し



バランスシートの推移（連結）

• 業績好調による現預金の増加、アリーナ上海実業有限公司・寧波ルコック服飾有限公司を連結子会社化し
たことによる棚卸資産の増加等で、流動資産が増加（内為替要因＋44億円）

• 利益剰余金及び為替換算調整勘定の増加に伴い、純資産が増加
• 総資産は前年同期比+225億円（内為替要因＋58億円）の1,359億円

9

1.2023年3月期 第3四半期決算について ①概要

2021/12/31 2022/12/312020/12/31（百万円）
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１．2023年3月期第3四半期決算について

①概要

②ブランド別レビュー

③店舗数推移

２．2023年3月期 業績見通しについて



ブランド別売上高の推移（連結）

• 主要ブランドである『デサント』、『ルコックスポルティフ』が増収
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1.2023年3月期 第3四半期決算について ②ブランド別レビュー

注： FY2022＝2023年3月期



日本におけるブランド別売上高の推移

• 『デサント』は直営店・EC等DTCでの売上が増加したことに加えウインター・ゴルフカテゴリーが好調、
『ルコックスポルティフ』はゴルフカテゴリーが好調で増収に寄与
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1.2023年3月期 第3四半期決算について ②ブランド別レビュー

注： FY2022＝2023年3月期



韓国におけるブランド別売上高の推移

• 『アンブロ』の好調が続き、売上を牽引
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1.2023年3月期 第3四半期決算について ②ブランド別レビュー

注： FY2022＝2023年3月期



中国における現地売上高の推移

• 第3四半期でも新型コロナによるロックダウンが断続的に実施されたものの、持分法適用関連会社が展開する
『デサント』ブランドは大きく伸長、『アリーナ』も堅調
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1.2023年3月期 第3四半期決算について ②ブランド別レビュー

※台湾除く

※ 現地売上高
＝現地子会社売上高
＋現地持分法適用関連会社売上高
－現地子会社の現地持分法適用関連会社向け売上高
注： FY2022＝2023年3月期
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１．2023年3月期第3四半期決算について

①概要

②ブランド別レビュー

③店舗数推移

2．2023年3月期 業績見通しについて



日本における店舗数推移（直営店）

• 店舗数に大きな変動なし
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1.2023年3月期 第3四半期決算について ③店舗数推移

※アウトレット店舗を含む。



日本におけるDTC売上構成比率

• DTC構成比率は堅調に推移
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1.2023年3月期 第3四半期決算について ③店舗数推移

注： FY2022＝2023年3月期

計34％

計36％

計43％ 計39％
計42％

計39％



韓国における店舗数推移

• 好調な『アンブロ』は出店を継続、他ブランドは更なるスリム化により効率アップを目指す

18

※代理商、アウトレット店舗を含む。

1.2023年3月期 第3四半期決算について ③店舗数推移



中国における店舗数推移

• 『デサント』は大規模店に絞った出店及びより良い立地への移転等により一店舗当たりの店舗面積を拡大
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※台湾を除く
※代理商、アウトレット店舗を含む。
※FY2022 Q3からデサント（ゴル
フ）とデサント（アスレ）の集計
方法を一部変更

1.2023年3月期 第3四半期決算について ③店舗数推移
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１．2023年3月期第3四半期決算について

①概要

②ブランド別レビュー

③店舗数推移

２．2023年3月期 業績見通しについて



2023年3月期 連結業績見通し

・中国でのブランド構造改革実施を見込んでいること及び日本は第4四半期が残っていること
を踏まえ2022年11月7日時点の公表計画を据え置く
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2.2023年3月期 業績見通しについて

公表計画レート： 100KRW10.13、CNY19.69、HKD17.00



2023年3月期配当予想

・2022年11月7日に公表した通期連結業績予想に対し配当性向30%の指針に基づき、一株
当たりの配当額を過去最高となる40円に引き上げ
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2.2023年3月期 業績見通しについて

注： FY2022＝2023年3月期
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海外子会社Q3終了時点

中国関係会社 概要

※アリーナ上海実業有限公司は2023年3月期（Q1）より連結子会社化、Q2より連結業績へ取り込む

連 結 子 会 社 持 分 法 適 用 関 連 会 社

※寧波ルコック服飾有限公司は2023年3月期（Q3）より連結子会社化、Q4より連結業績へ取り込む
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為替レート

本資料で記述されている業績予想並びに
将来予想は、現在における入手可能な情
報に基づき当社が判断した内容であり、
潜在的リスク及び不確実性が含まれます。
従いまして、様々な要因の変化によって、
実際の業績は記述されている内容と大き
く乖離する結果となる可能性があること
をご承知おき下さい。

・「FY2022」は、2023年3月期を表し
ています。

・「Q1 YTD」「Q2 YTD」は、それぞ
れ第１四半期までの3ヵ月累計、第2  
四半期までの6ヵ月累計を表していま
す。
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2023年3月期
第3四半期 参考資料

（セグメント別四半期ごとの売上高及び営業利益の推移等）
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セグメント別売上高の増減（前期比）

FY2022
Q3

日本 韓国 中国 調整額

（百万円）

FY2021
Q3

注： FY2022＝2023年3月期
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セグメント別営業利益の増減（前期比）

（百万円）

注： FY2022＝2023年3月期

FY2021
Q3

日本 韓国 中国 調整額
FY2022

Q3
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セグメント別棚卸資産の増減（前期比）

FY2022
Q3

日本 韓国 中国
FY2021

Q3

（百万円）

注： FY2022＝2023年3月期

調整額
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四半期ごとの売上高の推移（連結）

注： FY2022＝2023年3月期
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四半期ごとの営業利益の推移（連結）

注： FY2022＝2023年3月期
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セグメント別四半期ごとの売上高の推移（日本）

注： FY2022＝2023年3月期
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セグメント別四半期ごとの営業利益の推移（日本）

注： FY2022＝2023年3月期
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セグメント別四半期ごとの売上高の推移（韓国）

注： FY2022＝2023年3月期

FY2020より
セグメント変更のため

該当データなし
※FY2019のみ遡及適用
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セグメント別四半期ごとの営業利益の推移（韓国）

注： FY2022＝2023年3月期

FY2020より
セグメント変更のため

該当データなし
※FY2019のみ遡及適用
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セグメント別四半期ごとの売上高の推移（中国）

注： FY2022＝2023年3月期

FY2020より
セグメント変更のため

該当データなし
※FY2019のみ遡及適用
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セグメント別四半期ごとの営業利益の推移（中国）

注： FY2022＝2023年3月期

FY2020より
セグメント変更のため

該当データなし
※FY2019のみ遡及適用
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セグメント別四半期ごとの売上高の推移（調整額）

注： FY2022＝2023年3月期

FY2020より
セグメント変更のため

該当データなし
※FY2019のみ遡及適用
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セグメント別四半期ごとの営業利益の推移（調整額）

注： FY2022＝2023年3月期

FY2020より
セグメント変更のため

該当データなし
※FY2019のみ遡及適用
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